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町議会から選出する一部事務組合等の議会議員

５月会議 議会の
前期体制決定5月17日

　

令
和
５
年
５
月
会

議
が
５
月
17
日
に
開

か
れ
、
議
長
や
副
議

長
を
は
じ
め
、
議
会

運
営
委
員
会
委
員
、

常
任
委
員
会
委
員
、

城
南
衛
生
管
理
組
合

議
会
議
員
な
ど
の
選

挙
や
選
出
が
お
こ
な

わ
れ
、
前
期
の
議
会

構
成
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
町
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
会
選

出
の
監
査
委
員
の
選

任
同
意
に
つ
い
て
審

議
し
、
原
案
の
と
お

り
同
意
し
ま
し
た
。

議
　
長

松
本
義
裕

監
査
委
員

島　

宏
樹

就
任
あ
い
さ
つ

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

　

皆
さ
ま
の
健
康
・
福

祉
の
向
上
、
ま
た
、
健

全
な
財
政
運
営
を
め
ざ

す
中
、
町
が
更
に
発
展

し
、
皆
さ
ま
が
「
こ
の

町
に
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
言
い
続
け
ら
れ

る
町
づ
く
り
に
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

議
会
議
員
か
ら
選
任

す
る
町
の
監
査
委
員
に

島
宏
樹
氏
が
決
ま
り
ま

し
た
。

城
南
衛
生
管
理
組
合
議
会

辻
　
　
徹

塚
本
　
五
三
藏

ご
み
・
し
尿
を
共
同
処
理
す
る
、
本
町
を
含

む
３
市
３
町
の
一
部
事
務
組
合
の
議
会
議
員

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

巽
　
悦
子

後
期
高
齢
者
医
療
の
事
務
処
理
を
お
こ
な
う
、

府
内
の
市
町
村
で
構
成
す
る
広
域
連
合
の
議

会
議
員

京
都
地
方
税
機
構
議
会

田
井
　
稔

京
都
府
お
よ
び
京
都
市
以
外
の
府
内
市
町
村

が
、
税
業
務
を
共
同
で
お
こ
な
う
組
織
の
議

会
議
員

副
議
長

岩
田
芳
一

就
任
あ
い
さ
つ

　

住
民
の
皆
さ
ま
が
久

御
山
町
に
住
ん
で
良
か

っ
た
と
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
皆
さ

ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、

安
心
・
安
全
と
魅
力
あ

る
久
御
山
町
構
築
を
め

ざ
し
、
皆
さ
ま
と
一
緒

に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
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＊
福
祉
、
保
健
、
住
民
登
録
、
清
掃
、

こ
ど
も
園
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育

な
ど
を
調
査
。

＊
本
会
議
や
委
員
会
な
ど
の
議
事
の

運
営
・
能
率
的
な
進
行
を
図
る
。

民
生
教
育
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

＊
議
会
広
報
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
、
議
会
見
学
会
な
ど
を
通

じ
、
情
報
公
開
に
努
め
る
。
ま
た
、

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
運
用
や
地

域
懇
談
会
の
計
画
・
運
営
に
取
り

組
む
。

広
報
広
聴
委
員
会

委員長
巽　　悦子

副委員長
大宮　竹志

委員
濱口　隆志

委員
塚本　五三藏

委員
岩田　芳一

委員
芦田　祐介

＊
広
報
、
行
財
政
、
防
災
、
消
防
、
農
商
工
業
、
環

境
、
道
路
、
河
川
、
都
市
計
画
、
上
下
水
道
な
ど

を
調
査
。

総
務
事
業
常
任
委
員
会

委員長
樋口　房次

委員
田井　　稔

委員
戸川　和子

委員
中井　孝紀

委員
島　　宏樹

委員
中野　ますみ

副委員長
辻　　　徹

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

塚
本
　
五
三
藏

島
　
宏
樹

辻
　
　
徹

樋
口
房
次

巽
　
悦
子

戸
川
和
子

　

各
種
予
算
・
決
算
の
内
容
を
審
査
、

調
査
。
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

戸
川
和
子

濱
口
隆
志

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

中
井
孝
紀

巽
　
悦
子

大
宮
竹
志

田
井
　
稔

辻
　
　
徹

濱
口
隆
志

岩
田
芳
一

　

４
月
23
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
に
伴
い
、
４
会
派
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊
◎
は
代
表
者

＊
届
出
順
（
令
和
５
年
５
月
８
日
現
在
）

会
派
と
は
、
議
会
内
に
結
成
さ
れ
た
主
義
主
張
を

同
じ
く
す
る
議
員
の
集
合
体
を
い
い
ま
す
。

町
議
会
で
は
、
複
数
（
２
人
以
上
）
の
人
的
構
成

を
要
件
に
、
会
派
と
し
て
認
め
て
い
ま
す
。

４
会
派
が
結
成

日
本
共
産
党
議
員
団

に

ほ
ん

さ
ん
と
う

ぎ

い
ん
だ
ん

き
ょ
う

公
明
党
議
員
団

く
み
や
ま
み
ら
い

＠
く
み
や
ま

こ
う

あ
っ
と

め
い

と
う

ぎ

い
ん

だ
ん

◎
巽　
　

悦
子

　

中
野
ま
す
み

◎
戸
川　

和
子

　

岩
田　

芳
一

◎
島　
　

宏
樹

　

辻　
　
　

徹

　

濱
口　

隆
志

　

松
本　

義
裕

◎
樋
口　

房
次

　

大
宮　

竹
志

　

田
井　
　

稔

　

塚
本
五
三
藏
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定例会
５月会議

生活に欠かせない水道に
　　　経済的な支援を継続

定例会
６月会議

補正予算
　
定
例
会
５
月
会
議
お
よ
び
定
例
会
６
月
会
議
で
は
、
町
長
か
ら
令
和
５
年
度
補
正
予
算
や
専
決

処
分
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
の
専
決
処
分
、
ま
た
人
事
や
条
例
改
正
な
ど
の
提
案
が
あ
り
、
慎

重
審
議
の
う
え
、
全
て
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

予算決算常任委員会の
映像配信
久御山町議会ホームページから
録画映像がご覧いただけます。

水道料金の減免
　令和２年度・３年度・４年度において、新型コロナウイルス感染症が経済
的・社会的な影響をもたらしていることから実施していた水道料金の減免。
　現在、新型コロナウイルス感染症は５類感染症と位置づけられたが、電
力・ガス・食料品等の価格高騰など、経済は非常に厳しい状況が続いている。
　こうした状況を踏まえ、町独自施策として再度水道料金の減額を実施し、
生活者と事業者の経済的な支援を継続する。

2,550万円

Ｑ 今後水道料金を上げていかなければならない状況で、今回も引き
続き減免を実施することをどのように考えているのか。

Ａ 水道事業の経営が厳しい状況になってはくるが、住民・企業の
方々が困っておられることを考えれば今回の政策は良いと考えて
いる。

Ｑ 基本料金のみの減免は世帯人数に関わらず一律の減免になるので
公平性がないと思うが、水道料金の30％を減免する場合との比
較はしたのか。

Ａ その比較はしていない。今回の減免の形態は令和２年度からおこ
なっており、方法が定着している。方法を変えるとなるとシステ
ム改修などが必要になり、検討する時間が必要になってくる。
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子育て世帯生活支援特別給付金支給事業
食費などの物価高騰などに直面する低所得の子育て世帯に対して生活の支援を行う
ため支給する。

1,058万円
（全額国庫負担）

Ｑ 支給要件の中に「食費等の物価高騰等の影響を
受けて家計が急変し」とあるが、逆に改善した
場合でも支給対象となるのか。

Ａ 支給要件が令和４年度の支給対象者とな
っているので、令和４年度に給付金を受
け取られた方は、経済状況の変化に関わ
らず、今回も支給対象となる。

介護保険条例一部改正の専決処分
につき承認を求めることについて

Ｑ 令和５年１月現在でコロナ感染によ
る減免申請は２人。増えていないか。

Ａ 増えていない。

Ｑ この減免制度は令和５年度から国
の交付金がなくなる。減免はどう
なるのか。

Ａ 国の財政措置がないので減免は考
えていない。

旧山田家住宅保存・活用事業
（ボーリング調査業務）

国登録
文化財

地盤状況を把握して、今後の保存方法を検討する基礎資料として活用する。

121万円

Ｑ 当初予算ではなく、なぜ補正予算としたのか。

Ａ 保存活用計画検討委員会を設置し検討して
いるが、地質の調査が必要となったため。

Ｑ 計画の目的と内容は。

Ａ 主屋の傾きの原因をボーリング調査で調べ、
今後の保存方法を検討するため。

条例改正

・町税条例一部改正
・都市計画税条例一部改正
・国民健康保険税条例一部改正

・町税条例一部改正

・火災予防条例一部改正

専決処分

旧山田家住宅（東一口）
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Q　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
案
で
は
人
工

芝
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

A
　
工
法
は
決
定
し
て
い
な
い
。
利
用

目
途
、
維
持
管
理
、
利
用
し
や
す

さ
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
段
階
。

Q　
公
園
と
い
う
と
親
子
で
の
利
用
機

会
が
多
い
が
、
今
ま
で
な
か
っ
た

遊
具
の
設
置
な
ど
は
ど
こ
に
想
定

し
て
い
る
の
か
。

A
　
今
の
段
階
で
決
定
は
し
て
い
な
い
。

木
陰
の
空
間
や
ベ
ン
チ
な
ど
と
と

も
に
設
計
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

Q　
再
整
備
に
併
せ
て
調
整
池
整
備
も

あ
る
が
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

A
　
調
整
池
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か

ら
着
手
す
る
。
工
事
期
間
に
つ
い

て
は
約
２
年
と
考
え
て
い
る
。

Q　
肥
料
の
高
騰
は
ま
だ
続
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
か
。

A
　
最
近
は
少
し
落
ち
つ
い
て
き
て
い

る
が
、
高
騰
以
前
と
比
較
す
る
と

ま
だ
高
い
。

Q　
な
ぜ
水
稲
肥
料
に
特
化
す
る
の
か
。

A
　
昨
年
高
騰
し
た
時
期
が
水
稲
作
付

の
後
で
あ
っ
た
た
め
。

Q　
補
助
対
象
者
の
要
件
の
根
拠
は
。

A
　
限
ら
れ
た
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら

米
の
販
売
に
主
力
を
お
く
農
家
を

支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

Q　
補
助
対
象
者
の
見
込
み
は
。

A
　
デ
ー
タ
上
は
、
２
２
０
〜
２
３
０

名
程
。
補
助
対
象
面
積
は
１
６
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
る
。

Q　
近
年
、
委
託
さ
れ
た
事
業
者
が
途

中
で
撤
退
す
る
事
例
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
経
過
で
決
定
し
た
の

か
。

A
　
ア
ク
テ
ィ
オ
㈱
は
、
開
館
前
日
ま

で
の
委
託
と
し
、
開
館
に
向
け
た

業
務
を
契
約
し
た
。

　
　

Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｃ
構
想
や
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
基
本
構
想
に
沿
う
事
業

な
ど
、
運
営
評
価
委
員
会
の
意
見

　
　

・
評
価
も
頂
き
、
「
大
過
な
し
」

と
な
れ
ば
最
初
の
指
定
期
間
を
任

せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

Q　
契
約
に
応
じ
な
い
場
合
は
ど
う
す

る
の
か
。

A
　
自
己
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
運
営
評
価

委
員
会
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
適
切
な

運
営
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

Q　
補
助
額
が
１
団
体
15
万
円
だ
が
、

こ
れ
は
恒
久
的
な
の
か
。

A
　
３
年
間
は
15
万
円
で
続
け
て
い
き

た
い
。
「
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て

い
る
の
で
、
状
況
を
見
て
判
断
す

る
。

Q　
年
間
の
必
要
な
予
算
の
設
定
は
。

A
　
今
年
度
は
90
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。

Q　
団
体
が
予
定
よ
り
増
え
て
き
た
場

合
の
対
応
は
。

A
　
補
正
予
算
で
対
応
す
る
が
、
状
況

を
見
て
い
く
。

　

６
月
22
日
に
開
か
れ
た
総
務
事
業
常
任
委
員
会
（
樋
口
房
次
委
員
長
）
で
は
、
付

託
さ
れ
た
４
議
案
（
本
会
議
で
の
採
決
結
果
は
７
ペ
ー
ジ
参
照
）
と
、
行
政
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
主
な
質
疑
を
報
告
し
ま
す
。

　

６
月
23
日
に
開
か
れ
た
民
生
教
育
常
任
委
員
会
（
巽
悦
子
委
員
長
）
で
は
、
付
託

さ
れ
た
２
議
案
（
本
会
議
で
の
採
決
結
果
は
７
ペ
ー
ジ
参
照
）
と
、
行
政
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
主
な
質
疑
を
報
告
し
ま
す
。

全
世
代
・
全
員
活
躍
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
開
館
準
備
業

務
の
進
捗
状
況

肥
料
高
騰
対
策
支
援
補
助
金

久
御
山
中
央
公
園
再
整
備

「
き
ず
な
の
再
構
築
　
地
域

で
子
育
て
！
」
推
進
事
業

総
務
事
業
常
任
委
員
会
REPORT

民
生
教
育
常
任
委
員
会
REPORT
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■全員賛成の議案
監査委員の選任同意 

農業委員会委員の任命同意 

都市計画税条例一部改正の専決処分の承認 

町税条例一部改正 

火災予防条例一部改正 

一般会計（第９号）の専決処分の承認 

国民健康保険特別会計〈事業勘定〉（第５号）の専決処分の承認 

介護保険特別会計（第３号）の専決処分の承認 

一般会計（第１号）の専決処分の承認 

一般会計（第２号） 

国民健康保険特別会計〈事業勘定〉（第１号） 

三郷山財産区特別会計（第１号） 

水道事業会計（第１号） 

人事

条例

令和４年度
補正予算

令和５年度
補正予算

■賛否が分かれた議案
５月会議・６月会議　全議案の採決結果

（注）表中の○及び×は、○=賛成討論、×=反対討論をおこなっています。

※松本議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席

議案／議員

日本
共産党 公明党

くみやま
みらい ＠くみやま

会派に
属さない
議員

結
　
果

中
井
　
孝
紀

芦
田
　
祐
介

田
井
　
　
稔

大
宮
　
竹
志

塚
本
五
三
藏

樋
口
　
房
次

濱
口
　
隆
志

辻
　
　
　
徹

松
本
　
義
裕

島
　
　
宏
樹

岩
田
　
芳
一

戸
川
　
和
子

中
野
ま
す
み

巽
　
　
悦
子

×

×

×

〇

×

×

×

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

※

※

※

※

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

承認

承認

承認

不採択

町税条例一部改正の専決処分の承認 

国民健康保険税条例一部改正の専決処分の承認 

介護保険条例一部改正の専決処分の承認 

「消費税のインボイス制度の実施延期を求める意見書」
を政府に送付することを求める請願

条例

請願

﹇
請
願
第
１
号
﹈
「
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

実
施
延
期
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府
に
送
付
す
る

こ
と
を
求
め
る
請
願
書

　

定
例
会
６
月
会
議
で
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
請
願
は
、
６
月
22
日
に
審
査
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
６
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委
員
会

で
の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
本
会
議
で
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

〈
請
願
人
〉
京
都
府
城
陽
久
御
山
民
主
商
工
会

　

      　
　
　

会　
　

長　
　

内
田　

公
昭

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　
　

谷　

祐
一
郎

〈
紹
介
議
員
〉
中
野　

ま
す
み

【
請
願
事
項
】

　

過
半
数
の
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
承
知
し

て
い
な
い
、
ま
た
は
、
承
知
し
て
い
た
と
し
て
も
、

登
録
に
伴
い
義
務
化
す
る
消
費
税
の
申
告
・
納
税
に

耐
え
ら
れ
な
い
と
の
理
由
か
ら
申
請
を
見
合
わ
せ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

強
行
さ
れ
れ
ば
、
地
域
経
済
全
体
に
大
き
な
混
乱
を

招
く
た
め
、
政
府
に
対
し
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
延
期
を
求
め
る
意
見
書
」
を
送
付
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

【
委
員
会
で
の
審
査
内
容
】

　

対
応
の
準
備
を
終
え
て
い
る
事
業
所
も
あ
り
混
乱

を
招
く
こ
と
や
、
延
期
期
限
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

◆
請
願
は
不
採
択
◆
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こ
こ
が

き
た
い

聞

一般
質問

※印の質問事項は紙面の都合上掲載しておりません。録画映像をご覧ください。
各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、一般質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。

8議員が
登壇 一般質問では、行政全般について町長などに質問しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

塚本　五三藏 議員
つかもと いさお

①介護保険制度と在宅介護の現状
②福祉の町の構築
③通所リハビリセンター設置
④介護施設のデイサービスに機能訓練導入

P16一問
一答

①府道宇治淀線の振動問題
②人口減少問題
③基金の運用

P14一問
一答中井　孝紀 議員

なかい たかのり

①マイナンバートラブルと個人情報保護
②水道 ※
③学校教育

P12一問
一答巽　　悦子 議員

たつみ えつこ

①ヘルメット着用
②加齢による難聴の補聴器購入の補助と調整、
　言語聴覚士の無料相談
③公共交通の利便性の向上

P15一問
一答中野　ますみ 議員

なかの

岩田　芳一 議員
いわた よしかず ①熱中症対策の推進

②防災ＤＸの推進 P13一答
一問
一答

田井　　稔 議員
たい みのる

①人と人との「絆の再構築」の推進 P10一括
質問

芦田　祐介 議員
あしだ ゆうすけ ①交流人口の増加策

②任期付き職員 P11一問
一答

濱口　隆志 議員
はまぐち たかし ①本町での子育て支援現状と今後

②こども園のおむつ処理 P9一問
一答

くみやま 議会だより　No.171 （8）



ら
実
施
し
て
い
る
修
学
旅
行
費
や
学
級

費
の
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本

年
度
は
子
育
て
支
援
医
療
費
を
拡
充
し
、

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
通
院
・
入
院
費

用
の
無
償
化
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　

第
２
子
の
保
育
料
無
償
化
も
少
子
化

対
策
の
一
つ
と
考
え
る
。
財
源
も
限
ら

れ
る
中
、
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
こ
と

の
議
論
も
必
要
。

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
の
改

定
を
す
る
た
め
の
基
礎
調
査
の
中
で
、

子
育
て
中
の
家
庭
だ
け
で
な
く
、
今
後

を
担
う
若
い
世
代
な
ど
幅
広
い
世
代
の

意
見
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
国
の
動
向

を
踏
ま
え
、
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
見
極
め
た
い
。

　
久
御
山
町
の
出
生
数
は
40
年
で
約
４

分
の
１
と
な
っ
た
。
少
子
化
の
要
因
の

一
つ
は
、
子
育
て
に
か
か
る
莫
大
な
費

用
で
あ
る
。
今
後
の
子
育
て
支
援
の
予

定
は
。

　
ま
た
、
２
歳
以
下
の
保
育
料
に
つ
い

て
も
、
第
１
子
か
ら
、
少
な
く
と
も
第

２
子
か
ら
完
全
無
償
化
を
実
現
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　

児
童
手
当
に
つ
い
て
、
国
か
ら
高
校

卒
業
ま
で
の
期
間
延
長
、
ま
た
、
多
子

世
帯
へ
の
手
当
の
増
額
が
示
さ
れ
た
。

　

本
町
独
自
施
策
と
し
て
は
、
以
前
か

　
厚
生
労
働
省
お
よ
び
内
閣
府
か
ら
の

「
お
む
つ
の
保
育
所
で
の
処
分
を
推
奨

す
る
」
と
の
通
知
を
受
け
、
京
都
府
内

で
も
お
む
つ
の
園
内
処
理
が
進
ん
で
い

る
。
　
保
護
者
や
保
育
者
の
負
担
、
衛
生
面

か
ら
考
え
て
、
早
急
に
園
内
処
理
に
移

行
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
検
討
は
で

き
て
い
る
か
。

　
同
時
に
、
お
む
つ
の
無
償
提
供
ま
で

踏
み
込
ん
で
も
ら
い
た
い
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
手

順
に
従
っ
て
お
り
、
現
在
で
も
衛
生
面

は
問
題
な
い
。
先
進
地
の
八
幡
市
を
視

察
し
、
本
町
の
保
育
教
諭
か
ら
、
園
内

処
分
は
保
育
者
の
負
担
軽
減
に
な
る
と

い
う
感
想
も
あ
っ
た
。

　

お
む
つ
の
無
償
提
供
は
、
保
護
者
の

一
定
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
が
、
国
の
子
育
て
支
援
策

を
注
視
し
な
が
ら
、
お
む
つ
の
園
内
処

分
と
は
別
の
観
点
で
検
討
を
深
め
て
い

く
。

　

課
題
と
さ
れ
て
い
た
健
康
状
態
の
共

有
方
法
、
保
管
場
所
の
設
置
、
衛
生
面

で
の
問
題
は
克
服
で
き
、
保
護
者
や
保

育
教
諭
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
の

報
告
を
受
け
た
。

　

園
内
の
環
境
設
備
、
収
集
業
者
の
選

定
、
保
護
者
へ
の
周
知
も
あ
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
の
お
む
つ
の
園
内
処

理
実
施
に
向
け
て
準
備
し
て
い
く
。

保
育
料
の
完
全
無
償
化
を

実
現
で
き
な
い
か

Q
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、

し
っ
か
り
見
極
め
た
い

A

お
む
つ
の
無
償
提
供
及
び

園
内
処
理
へ
の
移
行
は

Q
園
内
処
理
は
令
和
６
年
度

か
ら
実
施
に
向
け
準
備

A

質
　
問

質
　
問

子
育
て
支
援
課
長

学
校
教
育
課
長

町
　
長

町
　
長

保育料の完全無償化に期待したい

現在のおむつの管理状況

はまぐち たかし

濱口　隆志
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課
題
は
、
自
治
会
行
事
へ
の
参
加
者

の
減
少
、
会
員
の
高
齢
化
や
役
員
負
担

増
な
ど
。

　

ま
た
、
次
世
代
へ
の
担
い
手
育
成
や

防
災
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
不
安
、

自
治
会
の
存
続
そ
の
も
の
が
困
難
と
い

っ
た
意
見
も
あ
っ
た
。

　
令
和
５
年
度
予
算
の
基
本
方
針
を
人

と
人
と
の
「
絆
の
再
構
築
」
と
位
置
づ

け
、
地
域
の
絆
を
つ
な
ぐ
た
め
の
取
り

組
み
や
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
地
域
の
き
ず
な
再
構
築
支
援
補
助
事

業
」
を
創
設
さ
れ
た
が
、
相
談
・
申
請

の
状
況
は
。

　

現
在
15
団
体
か
ら
相
談
・
申
請
を
受

け
て
い
る
。

　

申
請
内
容
は
、
消
防
団
と
連
携
し
た

防
災
活
動
を
意
識
し
た
行
事
や
公
園
に

子
ど
も
花
壇
を
つ
く
る
経
費
、
地
域
活

動
団
体
の
マ
ル
シ
ェ
設
営
費
用
な
ど
に

活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
夏
祭
り
な
ど
の
行
事
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
、
学
生
と
連
携
し

た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
も
あ
り
、
自
治
会
な
ど
に
お

い
て
、
人
と
人
と
の
交
流
事
業
が
自
粛
、

制
限
さ
れ
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
薄

れ
て
き
て
い
る
。

　
自
治
会
は
、
町
行
政
の
推
進
に
協
力
、

支
援
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
自
治
会
加
入
世
帯
数
、
加
入
率
は
。

　
大
学
と
の
協
働
研
究
で
判
明
し
た
自

治
会
の
課
題
は
。

　　

令
和
元
年
度
は
、
３
５
６
８
世
帯
、

50
・
５
％
、
令
和
５
年
度
は
、
３
３
４

９
世
帯
、
45
・
７
％
。
４
年
間
で
加
入

率
は
４
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

　
自
治
会
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

で
あ
り
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
大
規
模

災
害
に
お
い
て
も
、
「
人
と
人
と
の

絆
」
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

こ
の
支
援
補
助
事
業
は
、
大
変
有
意
義

な
も
の
で
あ
る
。

　
絆
の
再
構
築
へ
向
け
た
町
長
の
思
い

は
。

　

自
然
災
害
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
や
「
地
域
の

つ
な
が
り
」
は
、
非
常
に
大
切
で
重
要

で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
前
の
自
治
会
加
入
率
は
、
５

割
を
辛
う
じ
て
超
え
て
い
た
が
、
現
在

で
は
５
割
を
切
っ
て
お
り
、
非
常
に
憂

慮
す
べ
き
事
態
と
認
識
し
て
い
る
。

　

き
ず
な
再
構
築
支
援
補
助
事
業
は
、

各
自
治
会
や
団
体
に
お
い
て
も
、
地
域

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
積
極
的
に

活
動
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

数
多
く
あ
り
、
こ
の
事
業
の
手
応
え
を

実
感
し
て
い
る
。
そ
の
皆
さ
ま
の
活
動

を
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
住
民
と
一
緒
に
、
地
域

の
絆
、
人
と
人
と
の
絆
、
地
域
で
子
育

て
を
推
進
す
る
絆
を
再
構
築
し
た
い
。

き
ず
な
再
構
築
支
援
補
助

事
業
の
今
後
の
展
開
は

Q
事
業
で
人
と
人
と
の

絆
を
再
構
築
し
た
い

A企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

町
　
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

たい みのる

田井　　稔

自治会の夏祭り（流しそうめん）

自治会のレクリエーション（潮干狩り）
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と
連
携
し
な
が
ら
活
用
策
を
検
討
し
て

い
く
。

　
久
御
山
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画

は
、
完
成
度
は
高
い
が
、
正
直
面
白
く

な
い
。

　
拡
散
し
た
く
な
る
よ
う
な
独
自
性
や

話
題
性
が
必
要
で
は
。

　

議
員
か
ら
の
こ
う
い
う
質
問
自
体
が

話
題
性
を
高
め
る
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
あ
り
が
た
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　

感
性
に
つ
い
て
は
、
個
人
差
が
あ
る
。

動
画
に
は
、
農
業
・
工
業
な
ど
各
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
多
く
の
皆
さ
ま
に

出
演
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
町
の
魅

力
を
独
自
に
発
信
で
き
て
い
る
。

「
ワ
ー
ク
」
と
「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
組
み
合
わ
せ
た
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
造
語
が
あ
る
。

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
普
段
使

用
し
て
い
る
オ
フ
ィ
ス
か
ら
離
れ
た
観

光
地
や
リ
ゾ
ー
ト
地
で
、
休
暇
を
楽
し

み
な
が
ら
の
新
し
い
働
き
方
で
あ
る
。

　
来
年
に
開
業
予
定
の
ホ
テ
ル
と
連
携

し
て
、
久
御
山
町
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

客
の
誘
致
は
で
き
な
い
か
。

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
観
光
・
ビ

ジ
ネ
ス
で
来
町
さ
れ
る
方
々
に
本
町
を

Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
ホ
テ
ル

　
３
月
会
議
に
お
い
て
任
期
付
き
の
一

般
職
員
を
採
用
で
き
る
条
例
が
可
決
さ

れ
た
。
任
期
付
き
職
員
は
公
務
員
Ｏ
Ｂ

の
採
用
を
想
定
し
て
い
る
と
説
明
が
あ

っ
た
が
、
民
間
企
業
出
身
者
も
積
極
的

に
採
用
す
る
べ
き
だ
。
公
務
員
Ｏ
Ｂ
以

外
の
想
定
は
な
い
の
か
。

　

専
門
的
知
識
を
有
し
て
即
戦
力
が
見

込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
公
務
員
Ｏ
Ｂ
以

外
も
選
考
対
象
と
な
り
得
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
展
し
て
お

り
、
国
に
お
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発

足
し
た
。

　
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
、
庁

内
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
も
、
民
間
企
業
出
身

者
を
「
最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者
」
と
い

う
役
職
で
任
期
付
き
職
員
と
し
て
採
用

し
て
は
ど
う
か
。

　

「
最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者
」
と
い
う

役
職
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
内
部
で
の
人
材
育
成
、
ま
た
外

部
人
材
確
保
な
ど
、
幅
広
く
可
能
性
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
宿
泊
施
設
の
立
地
・
不
動
産
開
発
や

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
・
法
人
営
業

な
ど
の
経
験
の
あ
る
、
交
渉
折
衝
能
力

が
高
い
民
間
企
業
出
身
者
を
、
森
南
大

内
地
区
に
開
業
予
定
の
ホ
テ
ル
と
の
つ

な
ぎ
役
や
企
業
誘
致
な
ど
産
業
政
策
を

担
当
す
る
任
期
付
き
職
員
と
し
て
採
用

し
て
は
ど
う
か
。

　

そ
の
都
度
、
必
要
性
を
鑑
み
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

Ｐ
Ｒ
動
画
に
話
題
性・

独
自
性
が
必
要
で
は

Q
町
の
魅
力
を
独
自
に
発
信

で
き
て
い
る
と
考
え
る

A

民
間
出
身
者
を
任
期
付
き

職
員
と
し
て
採
用
し
て
は

Q
必
要
性
を
鑑
み
な
が
ら
、

可
能
性
を
検
討
し
て
い
く

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
・
環
境
政
策
課
長

再生回数が伸び悩むPR動画
（YouTubeより）

森南大内地区のホテル建設予定地

あしだ ゆうすけ

芦田　祐介
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方
々
は
、
申
請
に
よ
り
「
資
格
確
認

書
」
を
交
付
す
る
。

　

健
康
保
険
証
の
廃
止
か
ら
１
年
間
は
、

現
行
の
健
康
保
険
証
を
使
う
こ
と
が
で

き
る
見
込
み
。

　

国
民
健
康
保
険
法
一
部
改
正
で
、
健

康
保
険
証
廃
止
後
は
、
短
期
証
の
仕
組

み
は
廃
止
さ
れ
る
。

　

資
格
証
明
書
は
、
交
付
の
代
わ
り
に

特
別
療
養
費
（
※
）
の
支
給
に
変
更
す

る
旨
の
事
前
通
知
を
行
う
。

　
資
格
確
認
書
は
、
１
年
間
有
効
だ
が
、

マ
イ
ナ
保
険
証
は
何
年
か
。

　

５
年
間
有
効
で
あ
る
。

　
今
ま
で
２
年
の
有
効
期
間
が
、
な
ぜ

資
格
確
認
書
で
は
１
年
な
の
か
。
な
ぜ

申
請
制
な
の
か
。

　
ま
た
、
気
付
か
ず
保
険
証
が
な
い
場

合
は
、
ど
う
な
る
の
か
。
資
格
確
認
書

　
６
月
３
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
な
ど

の
改
定
案
が
参
議
院
で
可
決
成
立
し
た
。

　
全
国
各
地
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
め
ぐ
る
誤
っ
た
交
付
や
登
録
が
続
く

中
で
の
採
決
の
強
行
で
あ
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
４
年
秋
に

は
健
康
保
険
証
を
廃
止
と
し
て
い
る
。

廃
止
と
な
っ
た
場
合
の
措
置
に
つ
い
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
被
保
険
者
へ
の
対
応
、

短
期
証
や
資
格
証
明
書
の
発
行
は
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
て

い
な
い
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

の
発
行
は
、
保
険
者
の
久
御
山
町
か
。

　

有
効
期
限
が
１
年
間
の
理
由
は
承
知

し
て
い
な
い
。
国
民
健
康
保
険
の
場
合

は
、
久
御
山
町
が
発
行
す
る
。

　
病
院
で
、
「
有
効
期
間
が
過
ぎ
て
ま

す
よ
」
と
な
っ
た
時
は
、
窓
口
で
は
10

割
負
担
に
な
る
の
で
は
。

　
有
効
期
間
が
切
れ
る
前
に
、
職
権
で

送
付
で
き
な
い
の
か
。

　

職
権
で
の
運
用
は
可
能
と
示
さ
れ
て

い
る
が
、
（
有
効
期
限
が
）
切
れ
る
前

に
自
動
的
に
保
険
者
か
ら
職
権
で
交
付

す
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。

　

有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
、
職
権
で

の
発
行
以
外
に
、
「
案
内
文
書
を
送

付
」
と
い
う
方
法
も
現
在
検
討
さ
れ
て

い
る
の
で
、
対
応
を
十
分
検
討
し
た
い
。

　
学
校
給
食
食
材
の
安
全
性
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
が
、
考
え
は
。

　
１
９
５
１
年
の
国
会
で
「
…
学
校
給

食
に
至
る
ま
で
理
想
と
し
て
義
務
教
育

の
無
償
…
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
初
等

中
等
局
長
が
答
弁
し
て
い
る
。

　
給
食
の
無
償
化
の
考
え
は
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
検
討

し
た
い
。

　

生
活
困
窮
世
帯
は
、
制
度
的
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
手
厚
い
補
助
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
２
年
間
有
効
、

資
格
確
認
書
な
ぜ
１
年
間

Q
理
由
は
承
知
し
て
い
な
い

A

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て
の
教
育
長
の
考
え
は

Q
給
食
費
以
外
に
町
独
自
で

手
厚
い
補
助
を
し
て
い
る

A

国
保
健
康
課
長

国
保
健
康
課
長

国
保
健
康
課
長

学
校
教
育
課
長

教
育
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

国
保
健
康
課
長

※
特
別
療
養
費
…
被
保
険
者
「
資
格
証

明
書
」
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場

合
、
一
旦
、
医
療
費
の
全
額
を
病
院

等
の
窓
口
で
支
払
い
、
後
日
申
請
に

よ
り
、
保
険
給
付
相
当
額
の
払
い
戻

し
を
受
け
る
制
度
。

「保険証の代わりに  
 マイナンバーカードで」
（厚生労働省資料より）

たつみ えつこ

巽　　悦子
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で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
こ
れ
か
ら
の
熱

中
症
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

な
部
署
に
ま
た
が
る
大
き
な
問
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

各
課
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、

こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
情
報

共
有
し
、
熱
中
症
対
策
に
対
し
連
携
を

図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
民
生
部
を

事
務
局
と
し
て
本
庁
内
に
熱
中
症
対
策

連
絡
会
議
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
住

民
、
事
業
者
、
行
政
が
協
働
、
連
携
し

て
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
実
践
し
て

い
く
。

　
熱
中
症
対
策
、
高
齢
者
世
帯
等
の
エ

ア
コ
ン
の
整
備
や
点
検
の
推
進
に
向
け

積
極
的
な
勧
奨
が
必
要
だ
が
。

　

高
齢
者
宅
を
訪
問
す
る
機
会
を
捉
え
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、
ヘ

ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
エ
ア
コ

ン
の
稼
働
に
不
具
合
が
な
い
か
ど
う
か
、

注
意
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
、
地
球
温
暖
化
が
進
行
す
れ
ば
、

本
町
に
お
い
て
も
熱
中
症
に
よ
る
被
害

が
さ
ら
に
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の

　
防
災
分
野
で
、
公
式
L
I
N
E
を
導

入
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ク
セ
ス
方
法
に

慣
れ
て
い
な
い
方
の
た
め
に
、
公
式
L

I
N
E
を
開
け
ば
簡
単
に
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
で
映
像
が
見
ら
れ
れ
ば
、
よ
り
有
効

に
活
用
で
き
る
と
考
え
る
が
。

　

町
の
公
式
L
I
N
E
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
に
、
現
在
L
I
N
E
の
画
面

を
開
け
る
と
、
ト
ー
ク
画
面
の
下
に
メ

ニ
ュ
ー
欄
が
出
て
く
る
。

　

３
つ
ほ
ど
ク
リ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
防
災
情
報
に
関
係
す
る

項
目
を
新
た
に
設
定
し
て
、
そ
こ
の
項

目
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
重
要
な

情
報
に
ア
ク
セ
ス
を
で
き
る
よ
う
に
、

変
更
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　
自
治
体
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
な
災
害
対

応
手
順
を
標
準
化
す
る
こ
と
で
、
自
治

体
間
の
円
滑
な
応
援
・
受
援
を
可
能
と

す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
個
々
の
自

治
体
の
対
応
能
力
を
超
え
た
災
害
に
も

対
応
で
き
る
社
会
を
め
ざ
す
べ
き
で
あ

る
が
考
え
は
。

　

防
災
面
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は

災
害
時
に
お
い
て
、
避
難
情
報
や
災
害

リ
ス
ク
な
ど
の
情
報
共
有
を
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
上
で
も
大
変
重
要
。

　

ま
ず
は
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
既
存

の
情
報
ツ
ー
ル
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
、
国
や
京
都
府
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
動

き
に
も
、
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

熱
中
症
対
策
の
推
進
に

つ
い
て
の
考
え
は

Q
熱
中
症
対
策
連
絡
会
議

を
設
置
す
る

A

公
式
L
I
N
E
を
よ
り

有
効
に
活
用
で
き
な
い
か

Q
防
災
情
報
に
関
係
す
る

項
目
を
新
た
に
設
定
す
る

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

福
祉
課
長

民
生
部
長

総
務
課
長

総
務
部
長

町の公式LINE画面（質問当時）

いわた よしかず

岩田　芳一

熱中症の予防方法（環境省リーフレットより）
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い
く
こ
と
が
大
切
と
思
っ
て
お
り
、
よ

り
一
層
強
化
し
た
い
。

　

三
世
代
同
居
の
支
援
は
京
都
府
だ
け

の
基
準
で
な
く
町
独
自
の
支
援
策
を
研

究
し
た
い
。

　

路
線
バ
ス
に
特
化
し
た
通
学
費
の
支

援
は
先
進
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
研

究
し
た
い
。

　

人
口
減
少
問
題
に
対
し
て
、
ハ
ー
ド

事
業
と
ソ
フ
ト
事
業
に
複
合
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。　

　
府
道
宇
治
淀
線
沿
い
の
北
川
顔
・
藤

和
田
地
域
の
住
民
は
日
々
の
振
動
に
苦

し
ん
で
い
る
。

　
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
①
抜

本
的
な
道
路
改
修
②
大
型
車
両
の
通
行

　
人
口
減
少
が
深
刻
で
あ
り
、
町
政
を

継
続
す
る
た
め
に
は
一
定
の
人
口
規
模

と
人
口
構
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
１
４

０
０
人
増
を
め
ざ
す
み
な
く
る
タ
ウ
ン

の
街
び
ら
き
が
令
和
11
年
頃
な
ら
ば
随

分
と
先
で
あ
り
、
更
に
子
ど
も
が
減
り

高
齢
化
率
が
進
む
。

　
活
力
あ
る
町
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

並
行
し
て
空
き
家
へ
の
支
援
策
や
、
三

世
代
同
居
支
援
策
の
拡
充
、
バ
ス
通
学

費
の
補
助
な
ど
若
者
に
特
化
し
た
支
援

が
必
要
で
な
い
か
。

　

空
き
家
問
題
を
町
と
し
て
支
援
し
て

規
制
③
新
た
な
バ
イ
パ
ス
道
路
の
建
設

が
有
効
で
な
い
か
。

　

①
複
数
事
業
者
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が
埋

設
さ
れ
て
お
り
費
用
が
高
額
に
な
る
が

調
査
は
必
要
。
②
広
域
的
な
主
要
道
路

で
迂
回
車
両
の
影
響
も
あ
り
難
し
い
。

　

③
府
に
要
望
し
て
い
た
が
費
用
対
効

果
が
見
込
め
な
い
と
事
業
を
見
送
ら
れ

た
。

　
府
が
だ
め
な
ら
町
で
６
０
０
ｍ
の
バ

イ
パ
ス
道
路
を
整
備
を
し
た
ら
ど
う
か
。

少
し
で
も
振
動
が
減
る
よ
う
に
解
決
手

段
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

振
動
問
題
は
本
当
に
深
刻
に
受
け
止

め
て
お
り
、
振
動
調
査
の
デ
ー
タ
を
基

に
現
状
把
握
し
、
府
に
振
動
の
原
因
を

改
め
て
究
明
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

調
査
の
実
施
を
強
く
求
め
て
い
く
。

　
基
金
の
運
用
状
況
は
。
企
業
債
も
運

用
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
33
億
６
３

８
７
万
円
で
あ
り
、
大
口
定
期
に
28
億

６
５
９
５
万
円
、
利
率
０
・
０
０
２
％

か
ら
０
・
03
％
、
国
債
が
４
億
９
７
９

２
万
円
、
利
率
０
・
２
％
か
ら
０
・
５

％
で
運
用
し
て
い
る
。

　
企
業
債
の
中
で
も
電
力
債
な
ど
公
益

性
の
高
い
企
業
の
発
行
す
る
社
債
は
一

般
担
保
も
付
い
て
お
り
リ
ス
ク
も
低
く

先
進
的
な
自
治
体
で
は
多
く
の
運
用
益

を
得
て
お
り
、
議
論
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

他
の
自
治
体
で
も
運
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
出
て
お
り
、
電
力
債
の
運
用
方

法
も
大
変
重
要
な
視
点
で
あ
り
研
究
し

た
い
。

振
動
問
題
を
解
決
す
る

手
段
は

Q
振
動
調
査
の
実
施
を

強
く
求
め
る

A

人
口
減
少
問
題
の
対
策
は

Q
令
和
11
年
頃
に

１
４
０
０
人
増
を
目
指
す

A

基
金
を
企
業
債
で
運
用

で
き
な
い
か

Q
重
要
な
視
点
で
あ
り

研
究
し
た
い

A

建
設
課
長

都
市
整
備
部
長

企
画
財
政
課
長

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

新
市
街
地
整
備
課
長

町
　
長

町
　
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

建
設
課
長

なかい たかのり

中井　孝紀

平成28年まで
府へ要望していた構想道路
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加
齢
に
よ
る
難
聴
の
補
聴
器
購
入
の

補
助
を
し
て
は
。

　

国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
会
議
に
お
い

て
、
難
聴
は
認
知
症
の
最
も
大
き
な
危

険
因
子
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

因
果
関
係
は
国
の
方
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。

　

障
害
者
の
補
装
具
費
支
給
制
度
の
対

象
見
直
し
や
、
新
た
な
公
的
支
援
制
度

の
創
設
な
ど
、
国
全
体
で
取
り
組
む
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
補
助
制

度
は
考
え
て
い
な
い
。

　
補
聴
器
は
購
入
後
に
調
整
が
必
要
。

技
能
士
及
び
言
語
聴
覚
士
の
無
料
相
談

は
。

　

調
整
に
つ
い
て
は
10
回
程
度
必
要
な

場
合
も
あ
る
が
、
手
順
を
踏
ん
で
購
入

　
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
年
齢
層
の
自

転
車
利
用
者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努

力
義
務
に
な
っ
た
。
住
民
へ
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
購
入
の
補
助
を
し
て
は
。

　

公
安
委
員
会
や
各
種
団
体
の
取
り
組

み
に
注
視
し
、
今
後
何
が
で
き
る
か
考

え
る
。

し
た
販
売
店
で
お
願
い
し
て
い
る
。

　

言
語
聴
覚
士
の
無
料
相
談
は
京
都
府

聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て

年
３
回
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
や
役
場
で
「
耳

の
こ
と
何
で
も
相
談
」
を
無
料
で
お
こ

な
っ
て
い
る
。

　
公
共
交
通
、
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
の

乗
車
券
綴
り
の
増
額
補
助
お
よ
び
１
時

間
前
の
予
約
の
時
間
短
縮
は
。

　

申
請
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
町

の
負
担
額
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
補
助
の
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。

　

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
の
配
車
を
確
実

に
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
予
約
時
間
の
短
縮
は
難
し

い
。

　
停
留
所
ま
で
の
距
離
短
縮
お
よ
び
自

宅
前
で
の
乗
り
降
り
は
。

　

運
行
開
始
以
降
、
要
望
の
あ
っ
た
場

所
を
重
点
的
に
13
停
留
所
を
増
や
し
た

上
で
、
現
在
63
の
停
留
所
を
設
置
。
路

線
バ
ス
の
補
完
的
役
割
と
の
考
え
方
か

ら
停
留
所
ま
で
の
距
離
は
適
当
で
あ
る
。

　

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
、
優
タ
ク
シ
ー

は
公
共
交
通
施
策
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。

　

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
を
希
望
す
る
場

合
は
通
常
の
タ
ク
シ
ー
利
用
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
。　
　

　
５
月
１
日
か
ら
一
般
タ
ク
シ
ー
の
運

賃
が
引
き
上
げ
と
な
っ
た
が
、
の
っ
て

こ
タ
ク
シ
ー
、
優
タ
ク
シ
ー
へ
の
運
賃

改
定
は
お
こ
な
わ
な
い
よ
う
に
。

　

京
都
以
南
の
タ
ク
シ
ー
会
社
で
、
約

15
％
の
運
賃
値
上
げ
を
し
て
い
る
。
地

域
公
共
交
通
協
議
会
に
お
い
て
も
、
住

民
の
そ
の
よ
う
な
意
見
が
あ
る
と
こ
ろ

も
踏
ま
え
て
議
論
は
し
て
い
た
だ
く
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
の
補
助
は

Q
取
り
組
み
と
し
て
何
が

で
き
る
か
考
え
る

A

加
齢
に
よ
る
難
聴
の

補
聴
器
購
入
の
補
助
は

Q
国
全
体
で
取
り
組
む
課
題

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

建
設
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

新
市
街
地
整
備
課
長

新
市
街
地
整
備
課
長

新
市
街
地
整
備
課
長

運
賃
値
上
げ
は
お
こ
な

わ
な
い
よ
う
に

Q
住
民
の
意
見
も
踏
ま
え
て

議
論
は
し
て
い
た
だ
く

A

努力義務となった
ヘルメット

なかの

中野ますみ
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よ
う
に
対
応
す
る
。

　

久
御
山
町
直
営
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
在
宅
介
護
の
状
態
は
担

当
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
把
握
し
て

い
る
の
で
、
本
町
で
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
昨
年
直
営
化
し
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
携
し
、
即
時
に
実
態

把
握
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
高
齢
弱
者
に
優
し
い
福
祉
の
町
・
久

御
山
の
構
築
は
、
希
望
の
光
で
あ
る
。

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
家
族
と
共
に
暮
ら
す
在
宅
介

　
国
は
財
政
難
を
理
由
に
介
護
保
険
費

の
圧
縮
を
繰
り
返
し
、
在
宅
介
護
に
方

針
転
換
。
高
齢
者
は
切
り
捨
て
状
態
。

　
認
知
症
や
要
介
護
１
、
２
の
方
が
利

用
の
通
所
介
護
を
介
護
保
険
か
ら
外
し

総
合
事
業
に
移
す
案
な
ど
の
影
響
は
。

　
ま
た
、
在
宅
で
の
介
護
状
態
な
ど
の

調
査
・
把
握
・
支
援
は
。

　

相
当
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
の
認
識

で
、
結
論
を
先
送
り
さ
れ
た
と
考
え
る
。

今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
中
身
は
、
わ
か

ら
な
い
。
現
時
点
で
は
在
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
、
迷
惑
の
か
か
ら
な
い

護
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で
安
心
で
き

る
こ
と
だ
が
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
、
町
の

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
の
基
本
施

策
の
一
つ
に
位
置
付
け
て
い
る
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
家
族
と
共
に
過

ご
す
高
齢
者
に
優
し
い
福
祉
の
町
・
久

御
山
の
構
築
と
も
、
方
向
性
は
一
致
し

て
い
る
。

　
リ
ハ
ビ
リ
の
継
続
は
歩
行
困
難
や
寝

た
き
り
な
ど
の
悪
化
防
止
に
効
果
が
あ

る
が
、
町
の
考
え
は
。

　
介
護
保
険
で
在
宅
介
護
に
必
要
な
運

動
や
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
施
設
の
誘
致

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
引
き
こ
も
り
が
ち

な
高
齢
者
の
孤
立
感
の
解
消
と
、
心
身

機
能
の
維
持
や
家
族
の
負
担
軽
減
の
一

助
と
な
る
が
、
簡
単
な
運
動
で
あ
り
、

一
日
中
座
っ
て
い
る
こ
と
で
、
足
腰
が

衰
え
歩
行
困
難
に
な
る
方
も
い
る
。

　
本
格
的
な
機
能
訓
練
を
導
入
す
る
考

え
は
。

　

加
齢
に
伴
い
虚
弱
に
な
り
介
護
認
定

者
も
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
は
医
師
の

管
理
下
で
理
学
療
法
士
な
ど
の
専
門
職

を
ス
タ
ッ
フ
に
雇
用
し
、
利
用
者
の
一

定
人
数
を
常
時
確
保
し
な
け
れ
ば
事
業

経
営
が
成
り
立
ち
に
く
い
事
情
が
あ
る
。

　　

機
能
訓
練
は
介
護
認
定
者
の
悪
化
防

止
に
効
果
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

も
し
可
能
に
な
れ
ば
高
齢
者
の
生
活
の

質
の
向
上
が
期
待
さ
れ
、
介
護
給
付
費

の
伸
び
を
抑
え
る
事
に
つ
な
が
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

導
入
の
意
義
は
十
分
に
認
識
し
て
い

る
が
、
介
護
事
業
者
の
ご
理
解
と
ご
協

力
な
く
し
て
実
現
す
る
も
の
で
は
な
く

様
々
な
可
能
性
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

研
究
す
る
。

介
護
保
険
制
度
と
在
宅

介
護
の
現
状
は

Q
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
在
宅

介
護
の
実
態
を
把
握

A

福
祉
の
町 
・ 
久
御
山
の

構
築
は

Q
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に

掲
げ
る
方
向
性
と
も
一
致

A

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
本
格

的
機
能
訓
練
の
導
入
は

Q
介
護
事
業
者
の
理
解
と

協
力
が
必
要

A

福
祉
課
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

機能訓練のイメージ

久御山町直営の
地域包括支援センター

つかもと いさお

塚本五三藏
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52023 広報広聴委員会  委員決定

12024

議会モニター
会議

地域懇談会「ほんわかせっしょん」開催
（10～11月頃）

議会だより発行
No.171

議会モニター募集
（詳細はＰ．１９をご覧ください）

議会だより発行
No.173

議会だより発行
No.172

地域懇談会「ほんわかせっしょん」
開催（４～５月頃）

広報広聴委員会の年間予定
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久御山町議会事務局（久御山町役場議会棟３階）〒613-8585 久御山町島田ミスノ11番地

〇自治会活動支援事業にある「自治会カルテ」は、
自身の所属する自治会についてもすることができ
るのか気になった。

〇まちづくりセンター整備費について「ハコモノ行
政批判」の再現とならないよう透明性を高めてい
ただきたい。

〇みなくるタウンについては詳しくわからず、大き
な金額なのでわかりやすく知りたい。

〇「みなくるタウン」と「まちづくりセンター」と
がごっちゃになっていましたが、ようやく分かり
ました。

〇みなくるタウンは鋭意進行中ではあるが、誘致に
対し一部上場の会社が来てくれることを望む。

〇「モニター制度自体、何を目的とし、それを遂行
するために取り組めているように思えない」とい
うのが本音です。

〇全国町村議会議長会の表彰おめでとうございま
す。堅実な活動を継続してこられたからに違いあ
りません。限られた予算を活用いただき、良い町
にしていただきますように。

〇いつも久御山町のために色々と頑張ってくれてあ
りがとうございます。

〇“人と人との絆を取り戻す”予算だが、「誰かと
新しくつながる」ことよりも、「今ある関係性
（主に子ども・家族）を維持する」ことで精一
杯。己の立場のみから言わせていただくならば、
負担を軽く、「絆（ほだち）」として「かせ」に
なっている障壁を減らす施策も検討していただけ
れば大変嬉しいです。古き良き家庭像を基にした
子育て施策は、苦しいです。ジェンダー平等の視
点も留意いただければ大変うれしいです。　

〇役場と議員さんが共通理解、同じ気持ちで進めて
いただけたら、住民も議員さんを通して意見が言
え、久御山のこれからが楽しみです。役場の方
も、住民に近い考えを持っていただけたら嬉しい
です。

〇“のってこバス”から“のってこタクシー”に移
行されて、利便性に対する町民の声を知りたい。
子どもや高齢者が安心して乗降できるトラムのよ
うな乗り物が走ることを望む。

〇久御山町（森南大内地内）のホテル建設の話。
〇こども園のおむつ処理の件。
〇中央公民館の解体後のことが知りたい。

〇産業大使制度の目的やゴールがよくわからない。
町外から人が訪れたり移住してみたくなるよう
なイベントを、年に一度でも開催されても良いの
では。

〇総務事業常任委員会と民生教育常任委員会の活動
内容。

〇議会だよりを簡潔にまとめ、ページ数を減らして
は。

〇議会モニターになりましたが、活動が全くなく今
日も初めてアンケートを書きました。議会モニタ
ーの方々との交流会をしていただきたい。

〇病院のデジタル化を進めていく時代と思います
が、議員さんはどう思われますか。

〇議会、町政全般として年度初めの経営年度方針を
決め、発表会の実践をするのですか。

予算の審議に
ついて

議会への意見 その①

その後どうなった？と思っていること

わかりにくいこ
と

議会への意見 その②

議会モニター「アンケート」
令和５年５月１日号にお寄せいただ
きました議会モニターさまのご意
見・ご感想の一部を紹介します。
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編
集
後
記

委 員 長
副委員長
委　　員

オブザーバー
　（議長）

中井　孝紀
巽　　悦子
大宮　竹志
田井　　稔
辻　　　徹
濱口　隆志
岩田　芳一
松本　義裕

広報広聴委員会
　

議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
議
会
の
活

動
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
聴
活
動
と
し
て
の
地
域
懇
談
会

も
春
と
秋
の
年
2
回
実
施
し
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。委

員
長　

中
井
孝
紀

議会モニター募集議会モニター募集
応募資格
・満18歳以上の在住・在勤の方（公務員・議員経験者を除く）
・メールでのやりとりが可能な方

謝　　礼
・ＱＵＯカード3,000円分（年額）

応募方法
・様式は問いません。
「氏名」「年齢」「住所」「議会だよりへのお名前の
掲載の可否」「連絡先」「メールアドレス」をご記入
のうえ、議会事務局へメールまたはＦＡＸにて応募し
てください。

募集内容
募集期間：令和５年８月１日～令和５年８月31日
任　　期：令和５年９月１日～令和６年８月31日
定　　員：10名以下
※年齢・居住地等に偏りがないよう考慮のうえ選考し、
　選考結果を応募者全員にお知らせします。

依頼内容
・議会だよりや議会運営についてのアンケート（年４回程度）
・議会モニター会議への参加（年１回程度）

応募・問い合わせ先
久御山町議会事務局（久御山町役場議会棟３階）〒613-8585 久御山町島田ミスノ11番地
TEL：075-631-9996／0774-45-0105　FAX：075-632-3000
メール：gikai@town.kumiyama.lg.jp

（上段）左から、田井委員、辻委員、濱口委員、大宮委員、
（下段）左から、岩田委員、巽副委員長、中井委員長、松本議長

くみやま 議会だより　No.171（19）

こんにちは広
報広聴委員です！



フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
な
お
坊
さ
ん

No.39

　

令
和
６
年
、
浄
土
宗
が
開
宗
８
５
０

年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
記
念
行
事

が
全
国
９
か
所
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
初
回
、
満
員
の
京
都
劇
場
で
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出
演
し
、
注
目
を
浴

び
た
、
浄
土
宗
月
仲
山
称
名
寺
（
野
村
）

副
住
職
の
稲
田
瑞
規
さ
ん
（
31
）
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
取
材
し
ま
し
た
。　

　
兄
は
科
学
の
道
へ
　
弟
の
僕
が
？

　

平
成
４
年
、
お
寺
の
次
男
に
生
ま
れ

た
瑞
規
さ
ん
は
、
家
族
か
ら
後
継
ぎ
、

つ
ま
り
僧
侶
に
な
る
こ
と
を
ほ
の
か
に

す
す
め
ら
れ
て
育
ち
ま
し
た
。

　

御
牧
小
学
校
の
卒
業
文
集
に
『
将
来
、

立
派
で
お
も
し
ろ
い
お
坊
さ
ん
に
な

る
。
』
と
綴
っ
て
い
ま
す
。

　

同
志
社
大
学
３
回
生
か
ら
大
学
院
生

時
代
に
か
け
て
、
僧
侶
に
な
る
た
め
の

修
行
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
の
広
告
会
社
に
就
職
。

も
と
も
と
物
語
の
執
筆
が
好
き
で
、
高

校
時
代
か
ら
脚
本
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

す
る
な
ど
「
好
き
な
こ
と
が
生
か
せ
る

仕
事
を
」
と
上
京
し
た
が
、
実
際
に
は

配
属
に
恵
ま
れ
ず
１
年
で
退
職
し
ま
し

た
。

「
出
家
？
」「
家
出
？
」こ
れ
も
修
行
！

　

実
家
に
帰
り
、
お
坊
さ
ん
ぶ
っ
て
し

ま
う
自
分
に
嫌
気
が
さ
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
先
ず
っ
と
僧
侶
で
い
る
こ
と
に

不
安
を
感
じ
た
瑞
規
さ
ん
は
「
出
家
」

で
は
な
く
「
家
出
」
と
言
っ
て
お
寺
を

出
る
こ
と
を
決
意
。
こ
れ
も
修
行
の
ひ

と
つ
と
思
い
、
日
本
中
を
回
り
ま
し
た
。

　

知
人
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
頼
っ
て
、
そ
の
日

そ
の
日
の
寝
床
を
探
す
、
ま
さ
に
行
脚
、

放
浪
の
旅
で
し
た
。

　

こ
の
経
験
が
、
自
分
を
見
つ
め
直
す

貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　

計
り
知
れ
な
い
心
配
を
か
け
た
が
、

そ
っ
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
母
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

寺
主
（
自
主
）
制
作
映
画

　

平
成
29
年
、
自
分
自
身
の
僧
侶
の
あ

り
方
を
確
か
め
る
た
め
、
田
舎
の
小
さ

な
お
寺
と
檀
家
さ
ん
を
コ
ミ
カ
ル
に
描

い
た
短
編
映
画
の
制
作
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
舞
台
は
実
家
の
お
寺
、
出

演
者
は
地
元
野
村
の
人
た
ち
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
お
寺
の
あ
り
方
を
問
う

こ
の
作
品
は
、
「
お
も
し
ろ
い
お
坊
さ

ん
が
い
る
」
と
、
メ
デ
ィ
ア
や
仏
教
関

係
の
目
に
留
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
編
集
長
に

　　

令
和
２
年
、
宗
派
を
超
え
た
お
坊
さ

ん
や
、
こ
れ
か
ら
の
仏
教
に
希
望
と
可

能
性
を
感
じ
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
つ

く
る
雑
誌
「
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
な
僧
侶

た
ち
」
の
三
代
目
編
集
長
に
就
任
。

　

信
仰
や
難
し
い
教
え
を
説
く
の
で
は

な
く
、
仏
教
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
る

こ
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
は
、
幅
広
い
年

齢
層
の
支
持
を
得
て
い
ま
す
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
生
き
方
や
行
動
力
を
生

か
し
「
や
っ
ぱ
り
自
分
の
好
き
な
こ
と
、

得
意
な
こ
と
」
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
れ
か
ら
の
仏
教
を
考
え
る

「
浄
土
宗
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
会

議
」
（
全
国
か
ら
６
名
選
出
）
の
最
年

少
委
員
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

命
な
き
も
の
に
も
優
し
さ
と
慈
し
み
を

持
て
る
人
で
い
た
い
」
と
素
敵
な
笑
顔

で
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　
　
　
　
（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）　

げ
っ
ち
ゅ
う
ざ
ん
し
ょ
う
み
ょ
う
じ

いな だ みず き

稲田瑞規さん
僧侶名は音読みで（ずいき）
作家名は稲田ズイキ
（久御山中学校卒）
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